
市民の生命・身体および財産を各種災害から守るため、装備の充実を図るとともに、各種資格取得をはじめ、専門知識
の修得並びに専門技術の向上に努めることを目的とする。

消防職員の職務能力の向上を図り、消防行政を適正かつ能率的に遂行できる職員を育成するため、今後も現
状に即した研修となるよう、研修内容の研究を積み重ね、必要に応じて改善し、研修派遣の更なる充実強化を
図り、教養計画に基づいた職員研修派遣を継続して実施する。今後の

方向性

消防・救急救助体制を充実する消防・救急救
助安全安心都市

施
策
の
大
綱

消防本部消防総務課

事業： 消防管理事業 0462

03

整理
番号

施策分野(節) 施　　　　　策まちづくりの目標(章)

01第4章

目

的

総合
評価

妥当性

効率性

有効性

施策に
対する
貢献度

A

消防職員に対して消防業務の運営に最低限必要な資格の取得や職員教
養計画に基づく研修派遣のほか、消防業務に必要な装備品（被服等）を調
達し、消防・救急救助体制の充実に努めた。

B

教養計画通りの研修派遣を実施し、また消防職員の装備品を確保すると
ともに消防職員に対する定期健康診断及び感染症予防対策を実施できた
ため。

A
A

A

目

標

・消防職員１１０名の装備品（被服等）を確保する。
・救急救命士の技能維持を図るため、救急救命士２０名に対し研修及び各種講習派遣を実施する。
・消防職員の技能維持を図るため、消防職員１１０名に対し、研修及び各種講習派遣を実施する。
・消防職員に対する定期健康診断及び感染症予防対策を実施する。

事業費（決算額）・財源

所管課

事業費（決算額）

総コスト

財
源
内
訳

平成27年度 平成26年度 増　減

平成27年度 平成26年度 増　減

職員数

再任用職員数

一般財源

53,272

21,330

2.90

0.00

20,475

188

0

667

一人あたり

世帯あたり 1,127

489

参
考

(円)

(円)

(人)

(人)

コスト情報・従事職員数

24,502

23,089

248

0

1,165

79,285

5.90

0.00

1,676

718

-3,172

-2,614

-60

0

-498

-26,013

-3.00

0.00

-549

-229

国府支出金

地方債

その他特定財源

事業の概要

評価

平成26年度

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

平成27年度

評
価
理
由

評
価
理
由

総合
評価

妥当性

効率性

有効性

施策に
対する
貢献度

B

B

A
A

B

人件費

公債費

内
訳

22,484

9,458

事業費（決算額） 21,330

45,325

9,458

24,502

-22,841

0

-3,172 (千円)

 (千円)

 (千円)
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